








清心語文　第 13 号　2011 年９月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
寛政三年一一月刊『俳諧秘事満津毛』





















































小本二巻二冊。宝暦九年九月、 三居庵飛良序。明和五年一月、三居庵古音跋。明和五年三月、京都中西卯兵衛・田中庄兵衛刊。 （以上は『俳諧近道』より残る。 ）寛政五年春、 古音跋（ 「再撰辨」 ） 。寛政五年一月、京都伊勢屋庄助・吉野屋為八刊。俳諧作法書。 『俳諧近道』は飛良が生前著し遺し、古音が刊行したもので、 「俳諧之大意」 「俳諧字論の事」から「会席心得の事」まで計一〇五項と「假字つかひ大意」から成 『俳諧秘傳ちか道集』における補訂では、 四季発句寄」を「四季詞寄略注」に改めるほか、収載語の入替や文章の増補がなされる。
寛政五年一一月刊『俳諧実語教』


































る真言宗の寺院である。この記述から、古音が寛政四年に誠心院に碑を建立したこと等が判るが、此等の事情が跡付けられ、また古音の閲歴が最も明確に述べられている が、 『古音句集前編』の自序である。 『古音句集前編』には、見返しに「あまのはらわれも霞 中にあり
　
三居庵古音／京極和泉式部誠心院
建之」と前述の句碑を挙げており、続く自序には、古音が父飛良のもと七歳より俳諧に勤しんだことを述べ、さら 次のように記している。 （句読点は引用者による。 ）
たれかれのすゝめにまかせ、十六歳の夏の頃、終にかそふる師宗の烈に並ひ、且壮年の頃より刀剣を好て、本阿弥在京ありし折〳〵は、数に道をたつねて目利を稽古す。父は宝暦の終 には なくも黄泉の客となる。予ゆゑありて安永の始、東山のふもと る仰木の家を継侍れは、爰に父
四八
のである。文中に俳諧の道を「万民日用の制度」と述べているのは、前年刊行の俳諧作法書『俳諧秘事満津毛』の冒頭に「○俳諧 実情は万民日用の制度なる事」 として説くところである。『俳諧秘事満津毛』の当該条では「凡俳諧といふは本朝人倫の常にして天も感応し神も納受まします なれはよく人 心躰ををさめ身脩によつて家を齋国を治 かあれは平天下の器なりと知るべく」 、 「万民の身にしばらくも俳諧の なるゝ事なし
　
かしこきもつたなきも夫〳〵に智仁勇そなはり人に対して夫是よをわかち其日其時の趣向に遊ばゝ五倫 交り言語 切字ありててに はをたがへす差合去嫌付肌よく弁へずしてははいかいせぬ人も世事にあづかりがたし」と叙述しており、 前掲 古刀銘尽大全』本文は れと似通う。古音が同じ主意を いて諧と 剣の心得を説く ころ 見出される である。（二）周辺環境　
古音の編著の板行には、明和五年から寛政四年までの『俳諧





















催され、蕪村没後にこれを編纂した句集（百池跋による）である。ほかに俳書の出版は、 本稿に述べた古音による作法書三点、宝暦一三年刊『誹諧季寄早合点』 （江桟著） 、天明二年刊『俳題正名』 （鷺喬著、季寄） 、寛政七年刊『俳翼』 （秋里籬島著、作法書）を開板し、 また『聞盃』 （風状著、 作法書、 但し求板） 、 『華実年浪草』 （麁文著、 季寄、 但し求板）と、 前出『附合てびき蔓』とともに、季寄や作法書の類を手がけたことが顕著である。さらにほかの領域の開板書目に目を向けると、漢詩の辞書・手引書である天明七年刊『詩文玉藻』 （龍草廬閲）と天明八年刊『詩学速成』 （藤堆徳士俊編）や、寛政八年刊『絵引節用集』 （秋里籬島著）などと、多岐 わたり実用向きな性質の書物を板行した様子が見出され 。以上のようなことから 古音 編著である俳諧作法書と刀剣手引書の制作・出版は、こ 二領域に係る古音の閲歴と、同時代の俳諧作者でもある書肆田中庄兵衛 出版傾向とが相俟ってなされた 理解することができるのではないだろうか。　
なお、もう一軒の吉野屋為八は、 『都名所図会』の板元とし
て知られ、その作者で俳諧の作法 も著した秋里籬島 関係の深い書肆である。吉野屋 その出版活動のうちに古音 編著手がけていることに関しては、かつて拙稿「吉野屋為八の出版
　
書肆に関して著作中には、 『古刀銘尽大全』の吉川豊昌跋に、
「爰に汲古堂のぬし願はくは古写の誤りをたゝし累代の闇を照して好士の使筧となさむものをとひたすらに乞て古刀銘盡といへる一巻を得たりぬ」とあり、 同書の古音自序に（先行書の『古今銘盡』その他刀剣秘伝書、および古音の書き留めた刀剣の記録のあることに触れて） 「或日何かし来りて是をこと〳〵く附合し其疑敷を除き たより なさむ事 乞ふ」とあるのも右の事情を指す 思わ る。これらに拠るならば、 肆の側の意向が窺えよう。また同書巻末には「汲古堂蔵版目録」として『古今銘尽』七巻、 『古刀銘尽大全』九巻、 『同大全懐本』三巻、『古刀手鏡』一折、 『銘尽秘伝書』二巻、 『古刀即鑑』一折、 『類字銘尽』 一巻、 『古今名鍛冶角力』 一折、 『古今角力銘尽』 一折、 『同増補韻懐本 折の計一〇点が掲げられ おり、刀剣関連の類書の板権をある程度まとめて所持した、板元田中庄兵衛の側の状況が捉えられる。　
田中庄兵衛は書肆であるとともに、佳棠の俳号で蕪村の門人






















巻末に「古音先生著目録」 。 『俳諧ちかみち大成』 （ 「二冊増補
　
切字てには秘傳当流諸法式四季詞寄并かなづ
かひの法」 ） 、 『同秘事まつ毛』 （ 「一冊
　
切字秘決附合
古実執行 心得其外口受をあからさまに記す」 ） 、 『同實語教』 （ 「一冊
　
俳道実意の大むねを委記す并註發句
入」 ） 、 『古刀銘盡大全』 （ 「九冊
　
古今銘盡を改正増補




［刊記］寛政五癸丑年十一月      　　
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































（印記「三居」 「古音」 ） （九オ）
注
１
　
古音の著作に関する論考には、復本一郎氏「 『俳諧秘事
満津毛』に見える俳諧本質論」 『自鳴鐘』 （平成三年一月）がある。
　
２
　
古音の編著については、次の各本に拠った。 『俳諧秘事
五六
　
９
　『国文』一〇八（平成一九年一二月） 。
　
10　「秋里籬島の俳諧活動」 『近世文藝』七八（平成一五年七月） 。
　
11　
而咲堂一世鞭石追善集『其やなき』 （柿衞文庫蔵） 、鞭石
門知石追善集『廬花翁一七回追福集』 （天理大学附属天理図書館蔵） 。
　
12　
東京大学総合図書館洒竹文庫蔵本に「奪
ウハゝ
」とある。
　
13　
東京大学総合図書館洒竹文庫蔵本に「忽
タチマ
チ」とある。
本稿は平成二三年度科学研究費補助金 （研究活動スタート支援）による成果の一部である。
（ふじかわ
　
れまん／本学講師）
